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最近は，ヒーローが一転してマスコミの罵詈雑言の標的となるスピードがあまりに

速く，この編集後記が，読者の目に触れる頃には，一体どんなことになっているかわ

からない．とは言え，例の STAP細胞の件で，サヨナラ逆転満塁ホームランはないだ

ろうと思う．

最近は，いたるところで論文の誓約書を書かされる．内容は，①捏造，②改竄，③

盗用（剽窃）の 3大不正行為に言及している．特に，①と②は，データに関わること

である．現代科学において，「データ」は「神」である（宗教的な意味ではなく，絶

対的な原点という程度の意味）．この不正行為が厳しく糾弾されるのは，科学におけ

る「神」への冒涜だからである．不正行為にランキングもないかと思うが，③の「盗

用（剽窃）」は，①，②に比べると，神への冒涜とまではいかない．微分積分学の確

立に関しても，ニュートンとライプニッツの剽窃問題は，今も，英独間で決着がつい

ていないが，ある意味，かわいいものである．Creditがどちらにあろうと，微分積分

学が人類の福祉に貢献したことに疑問の余地はない．

公的な紙面を用いて，自分の宣伝をさせてもらうのは，気が引けるが，来年の第 74

回日本脳神経外科学会総会（札幌）のテーマは，「データと発見」である．地味なタイ

トルにしてしまったと，当初，後悔の念があった．ところが，日が経つにつれて，最近

の追い風を受け，何とタイムリーなテーマだろうと自画自賛している．科学における

「神」であるデータをどう収集し，それから，真実の「発見」に辿り着くかを考えるこ

とである．今回，扉の野村和弘先生のデータとの苦闘の歴史を拝読し，改めて，科学

者の道の険しさを知らされた．データと発見が苦難の果てにあることは間違いない．

Natureや Scienceの表紙を飾るデータの中にも，捏造，改竄ではないが，artifactや

noise をメッセージと誤認していると思われるものがあるという声がある．一瞬，

「神」が見えたと研究者は歓喜し，それから先はデータを無意識の恣意で「解釈」す

ることで，結果として「論文」が完成する．O博士の目に，一瞬，「確かに」STAPが

垣間見えたことに一縷の望みをかける．不正には違いないが，捏造・改竄に比べれ

ば，救われる．「それでも地球は回っている」のかもしれないのだから．
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